


１．ＣＣ-Ｌｉｎｋの変遷
２．ＣＣ-Ｌｉｎｋ ＩＥフィールドモーション機能コンセプト
３．ＣＣ-Ｌｉｎｋ ＩＥフィールドモーション機能

策定仕様概要
４．ＣＣ-Ｌｉｎｋプロトコルファミリー

共通プロファイル仕様 ＣＳＰ＋ 概要
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○
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ＣＣ-Ｌｉｎｋ ＩＥ
フィールド

○
○
○
○

メイン
コントローラ

Motion

例：円弧などの軌跡制御

モーション機能の概要

ＣＣ-Ｌｉｎｋ ＩＥフィールドネットワークに対する機能追加ＣＣＣＣ--ＬｉｎｋＬｉｎｋ ＩＥフィールドネットワークに対する機能追加ＩＥフィールドネットワークに対する機能追加

■ 同期機能の追加により、多軸補間などのモーション制御を実現
■ 伝播遅延の計測と補正機能により、高精度な同期制御に対応可能



システム構成

位置決め内蔵
サーボアンプ

位置決め内蔵位置決め内蔵
サーボアンプサーボアンプ

インバータ

リモート
Ｉ/Ｏ 温調計電磁弁 表示器

Ｉ/Ｏ機器Ｉ/Ｏ機器

最大２５４台コントローラコントローラ

○○
○○

コントローラコントローラ

逐次指令
サーボアンプ

逐次指令
サーボアンプ

システムに必要な全ての機能をＯＮＥネットワークに集約システムに必要な全ての機能をＯＮＥネットワークに集約システムに必要な全ての機能をＯＮＥネットワークに集約

①複雑なモーション制御が実現可能に
通信周期ごとに位置アドレスを送信する逐次指令方式
を採用することにより、円弧補間や同期運転（カム制御）
などの複雑なモーション制御が可能

②モーション制御とＩ/Ｏ制御の一本化を実現
モーション制御とＩ/Ｏ制御の一本化を実現し、省配線、
省ユニットによるコスト低減が可能



コントローラコントローラ

ビジョンカメラ

補正位置情報

位置
補正
指令

コントローラコントローラ

応用例

ビジョンを使用した高精度な位置決め制御を
高速かつ簡単に実現することが可能



同期 （軸内変動）

コントローラコントローラ

時間
時間

速度

サーボアンプは周期当たりの移動距離を制御

周期が揺らぐと速度が変動し振動が発生



コントローラコントローラ

通知

Ｘ軸 Ｙ軸

Ｙ軸位置

Ｘ軸位置

コントローラコントローラ

Ｘ軸 Ｙ軸

同期同期
ポイントポイント

同期 （軸間）

同期起動しないと軌跡がずれる



ＣＣ-Ｌｉｎｋ ＩＥ共通仕様

ＣＣ-Ｌｉｎｋ ＩＥフィールド モーション機能
の詳細説明の前に、ＣＣ-Ｌｉｎｋ ＩＥをおさらい



物理層物理層

データリンク層データリンク層

ネットワーク層ネットワーク層

イーサネット標準
準拠

イーサネット標準
準拠

ＣＣ-Ｌｉｎｋ ＩＥ
コントローラネットワーク
フィールドネットワーク

ＣＣ-Ｌｉｎｋ ＩＥ
コントローラネットワーク
フィールドネットワーク

◆ ネットワーク管理
◆ サイクリック通信
◆ トランジェント通信

ＯＳＩ ７階層モデル

基本データ構造

イーサネットフレーム

ヘッダ ＣＣ-Ｌｉｎｋ ＩＥフレーム

ヘッダ データ

トランスポート層トランスポート層

セッション層セッション層

プレゼンテーション層プレゼンテーション層

アプリケーション層アプリケーション層

■ リアルタイム性能を重視して、プロトコルスタックを簡素化
■ 回線上を流れる基本データ構造は、イーサネット標準に準拠

したがって、各種ネットワークアナライザによるデータ解析が可能
■ データリンク層以下はイーサネット標準を採用しており実装は任意

プロトコルスタックと基本データ構造



ネットワーク番号：１

ネットワーク番号：２

ノード番号：１
ノード番号：２

ノード番号：３ ノード番号：４

ノード番号：１

ノード番号：２ ノード番号：３

ノード番号：４ノード番号：５ノード番号：６

「ネットワーク番号
＋ノード番号」

アドレス体系



ＬＣ ｃｏｎｎｅｃｔｏｒ

Ａｄａｐｔｅｒ

■ イーサネット準拠のケーブル・コネクタ・アダプタの採用により、配線部品を
全世界で容易に入手可能

イーサネット準拠の光ケーブル・コネクタ・アダプタの採用

ＲＪ-４５コネクタ

ケーブル スイッチ



フィールドネットワーク
通信プロトコル

コントローラネットワーク
通信プロトコル 通信プロトコル

ＴＣＰ/ＵＤＰ

ＩＰ

イーサネット
ＥＩＡ-485
(RS485)

ＨＴＴＰ
ＦＴＰ

アプリケーション共通プロトコル
（ＳＬＭＰ：Ｓｅａｍｌｅｓｓ Ｍｅｓｓａｇｅ Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）

ＣＣ-Ｌｉｎｋファミリ間だけでなくイーサネット対応機器も含めた
シームレス通信環境を実現するための共通プロトコルを定義

シームレス通信

Motion

New



ＣＣ-Ｌｉｎｋ ＩＥフィールドネットワークからの差異



■ ＣＣ-Ｌｉｎｋとのプログラム互換性継承
◇ 制御プログラムからのフィールドデバイスの見え方はＣＣ-Ｌｉｎｋを継承

■ 超高速
◇ 業界最高速のギガビット伝送とリアルタイム通信により超高速応答を実現
◇ 制御データの高速通信と共に、デバイス管理用のメッセージ通信を提供

■ 簡単ネットワーク
◇ 自在なネットワークトポロジで機器レイアウトに合わせた自由度の高い

配線性を提供
◇ 既存のイーサネット機器も収容可能なイーサネットアダプタを提供

■ イーサネット規格ケーブル／コネクタ活用
◇ 入手性の良い規格品を利用できるためコスト削減が可能

特長

ＣＣ-Ｌｉｎｋ ＩＥフィールドネットワーク仕様概要

ＣＣ-Ｌｉｎｋ ＩＥフィールド
モーション機能は

ＣＣ-Ｌｉｎｋ ＩＥフィールドネットワーク
の仕様を拡張した規約



イーサネット規格 ＩＥＥＥ ８０２.３ａｂ （１０００ＢＡＳＥ－Ｔ） 準拠

通信速度 １Ｇｂｐｓ

通信媒体 シールド付きツイストペアケーブル（カテゴリ５ｅ）

コネクタ ＲＪ-４５コネクタ

通信制御方式 トークンパッシング方式

ネットワークトポロジー ライン／スター／リング

最大接続台数 ２５４台（マスタ局とスレーブ局の合計）

最大局間距離 １００ｍ

サイクリック通信

制御信号 （ビットデータ）：最大32,768ビット
ＲＸ （スレーブ ⇒ マスタ）：16,384ビット
ＲＹ （マスタ ⇒ スレーブ）：16,384ビット

制御データ （ワードデータ）：最大16,384ワード
ＲＷｒ （スレーブ ⇒ マスタ）：8,192ワード
ＲＷｗ （マスタ ⇒ スレーブ）：8,192ワード

トランジェント通信 メッセージ最大サイズ：2,048バイト

一般仕様
変更なし



マスタ スレーブ

サイクリック通信サイクリック通信

トランジェント通信トランジェント通信

マスタ局とスレーブ局間で共有する分散共有メモリの
データを周期的に更新する通信方式（リアルタイム通信）

任意の機器の間で１：１のメッセージ通信を行う
通信方式 （非リアルタイム通信）

リモートＩ/Ｏ局
リモート

デバイス局
インテリジェント

デバイス局
ローカル局

◎
◎

× ◎

× ◎ （但し局種別によって機能が異なる）

ビット

ワード

サイクリック
伝送

トランジェント伝送

(n:n)
（１：ｎ）

（１：ｎ）

局種別
通信種別

通信種別と局種別
基本的に
変更なし



スレーブ１用
入力領域

スレーブ２用
入力領域

スレーブ３用
入力領域

スレーブ３用
入力領域

スレーブ１用
出力領域

スレーブ１用
出力領域

スレーブ２用
出力領域

スレーブ２用
出力領域

スレーブ３用
出力領域

スレーブ３用
出力領域

スレーブ１用
入力領域

スレーブ２用
入力領域

スレーブ１用
出力領域

スレーブ２用
出力領域

マスタ局 スレーブ局１
（リモートデバイス局）

スレーブ局２
（インテリジェントデバイス局）

スレーブ局３
（ローカル局）

スレーブ２用
入力領域

スレーブ１用
入力領域

ＲＸ/ＲＷｒ

ＲＹ/ＲＷｗ

サイクリック通信
基本方式の変更なし
⇒ 使い方に変更あり



スレーブ１用
入力領域

スレーブ１用
出力領域

スレーブ２用
出力領域

スレーブ３用
出力領域

マスタ局 スレーブ局１
（リモートデバイス局）

スレーブ２局
（インテリジェントデバイス局）

スレーブ局３
（ローカル局）

トークン

スレーブ１用
出力領域

スレーブ２用
出力領域

スレーブ３用
出力領域

スレーブ１用
出力領域

スレーブ２用
出力領域

トークン委譲
スレーブ１用
入力領域

×

■ トークンパッシング方式 （トークンを保持した時にデータ送信）
■ ローカル局は、ネットワークを周回中のデータを全て取り込む

周期
動作

スレーブ１用
入力領域

スレーブ２用
入力領域

スレーブ３用
入力領域

通信プロトコル
基本部分は
変更なし



リフレッシュ性能

標準モード

資料提供：三菱電機

0.00
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総局数
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ン
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キ
ャ

ン
タ

イ
ム

［
m
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高速モード
（入力データＯＦＦ）

高速モード
（入力データ保持）

１局あたりＲＸ/ＲＹを１２８点、ＲＷｗ/ＲＷｒを６４点で割付た場合の性能

34.56KB34.56KB
RX/RY     15,360RX/RY     15,360
RWw/RWrRWw/RWr 7,6807,680



① ライン型接続

② スター型接続 ③ リング型接続

イーサネットスイッチ

現場の状況に合わせた接続方式を選択可能

ネットワークトポロジー
変更なし



マスタ局

スター型
接続

ライン型
接続

機器の空きポートに追加接続機器の空きポートに追加接続

マスタ局

スター型
接続

ライン型
接続

イーサネットスイッチの
空きポートに追加接続

イーサネットスイッチの
空きポートに追加接続

柔軟な機器接続
変更なし



ネットワークの接続状態の管理が可能
マスタ局

マスタ局マスタ局

スレーブ局スレーブ局 スレーブ局スレーブ局 スレーブ局スレーブ局 スレーブ局スレーブ局

スレーブ局スレーブ局 スレーブ局スレーブ局

この情報を利用して、高度なネットワーク診断ツールや
パラメータ設定ツールなどを開発することが可能

構成管理機能

ネットワーク
トラブル
イベント履歴
管理ツール
（例）

異常管理
ツール
（例）

変更なし



ＣＣ-Ｌｉｎｋ ＩＥフィールドモーション機能追加仕様



モーション制御（指令/フィードバック）の伝送

ＣＣ-Ｌｉｎｋ ＩＥフィールドネットワークの高速なサイクリック通信でモーション制御を実行

マスタ局
（コントローラ）

ＲＷｒ

ＲＷｗ

システム領域３（軸３）

ユーザ領域

ユーザ領域

システム領域２（軸２）

ユーザ領域

システム領域１（軸１）

システム領域３（軸３）

ユーザ領域

システム領域２（軸２）

システム領域１（軸１）

タ
イ

プ
１

タ
イ

プ
２

スレーブ局１
（軸１）

スレーブ局２
（軸２）

スレーブ局３
（軸３）

プロファイル（制御コマンド/応答）は構造上は任意に選択可能



マスタ局マスタ局 スレーブ局 １スレーブ局 １ スレーブ局 ２スレーブ局 ２ スレーブ局 ｎスレーブ局 ｎ

ＭｙＳｔａｔｕｓＭｙＳｔａｔｕｓ

ＭｙＳｔａｔｕｓＭｙＳｔａｔｕｓ

ＭｙＳｔａｔｕｓＭｙＳｔａｔｕｓ

同期ポイント同期ポイント

同期方式 １．基本方式

一般モーション制御用



同期方式 ２．伝送路遅延計測方式

精密同期モーション制御用

マスタ局マスタ局 スレーブ局 １スレーブ局 １ スレーブ局 ２スレーブ局 ２ スレーブ局 ｎスレーブ局 ｎ

ＭｙＳｔａｔｕｓＭｙＳｔａｔｕｓ

ＭｙＳｔａｔｕｓＭｙＳｔａｔｕｓ

ＭｙＳｔａｔｕｓＭｙＳｔａｔｕｓ

伝送路遅延計測フェーズ伝送路遅延計測フェーズ

Ｔｓ１/２ Ｔｓ2/２

Ｔｍ/２

Ｔｏｆｆｓｅｔ

同期ポイント同期ポイント

ＴＰＳ１
ＴＰＳ２

ＴＰＳｎ

ＴＳｙｎｃ

Ｔｓｙｎｃ：マスタ局の同期ポイント（設定値） Ｔｏｆｆｓｅｔ：マスタ局における同期ポイントまでのオフセット時間
Ｔｍ：マスタ局における往復遅延時間 Ｔｓｎ：スレーブ局における往復遅延時間
ＴＰｓｎ：各スレーブにおける同期ポイントまでのオフセット時間



マスタ局マスタ局 スレーブ局 １スレーブ局 １ スレーブ局 ２スレーブ局 ２ スレーブ局 ３スレーブ局 ３

ＭｅａｓｕｒｅＭｅａｓｕｒｅ
ＭｅａｓｕｒｅＭｅａｓｕｒｅ

ＭｅａｓｕｒｅＭｅａｓｕｒｅ

ＭｅａｓｕｒｅＭｅａｓｕｒｅ

ＡｃｋＭｅａｓｕｒｅＭｅａｓｕｒｅ

ＡｃｋＭｅａｓｕｒｅＭｅａｓｕｒｅ

Ａｃｋ

Ｔｓ３Ｔｓ２
Ｔｓ１Ｔｍ

Ｔｏｆｆｓｅｔ＝Ｔｓｙｎｃ－Ｔｍ/２ ； ＴＰｓｎ＝ＴＳｎ/２＋Ｔｏｆｆｓｅｔ
Ｔｏｆｆｓｅｔ＝Ｔｓｙｎｃ－Ｔｍ/２ ； ＴＰｓｎ＝ＴＳｎ/２＋Ｔｏｆｆｓｅｔ ｏｆｆｓｅｔ値の算出ｏｆｆｓｅｔ値の算出

ＯｆｆｓｅｔＯｆｆｓｅｔ
ＯｆｆｓｅｔＯｆｆｓｅｔ

ＯｆｆｓｅｔＯｆｆｓｅｔ

ＣＣ-Ｌｉｎｋ ＩＥフィールドネットワークはトポロジーの自由度が高いため、
遅延時間計測は、経路単位で実行し、それぞれの経路でｏｆｆｓｅｔ値を決定する

伝送路遅延計測



ネットワーク
処理部

アンプ
処理部

ネットワーク
処理部

アンプ
処理部

コントローラコントローラ

ＭｙＳｔａｔｕｓＭｙＳｔａｔｕｓ

ＭｙＳｔａｔｕｓＭｙＳｔａｔｕｓ

同期信号ＴＰＳ１

サイクリック
データ

サイクリック
データ

サイクリック
データ

サイクリック
データ

時計初期化＋カウントアップ

サイクリック
データ

サイクリック
データ

アンプ処理部の時計で
同期してモータを駆動

軸間の同期保証軸間の同期保証

軸内変動に対する同期保証軸内変動に対する同期保証

スレーブ局１ スレーブ局２

動作イメージ



ＣＣ-Ｌｉｎｋプロトコルファミリー
共通プロファイル仕様 ＣＳＰ＋（仮称）



○
○
○
○

ハード（機能、性能）に加えてソフト（使い勝手）の向上へ

シーケンサエンジニアリングからシステムエンジニアリングへ

エンドユーザのニーズ

ＣＣ-Ｌｉｎｋ対応の
全ての製品に対する

エンジニアリングツール
の統合と効率化が必要

開発パートナーのニーズ

エンジニアリングツール
開発の負担を減らしたい



これまでの仕組み（ＣＳＰ）と環境の変化

ＣＳＰ
（ＣＣ-Ｌｉｎｋ Ｓｙｓｔｅｍ Ｐｒｏｆｉｌｅ）

各機器の情報がパラメータ名と
共に記述できる。

ＣＳＰを使用することで、
ＣＣ-Ｌｉｎｋを使用するお客様が、
同一エンジニアリングツールで、

各機種のパラメータを
簡単に設定できる。

① プログラミング手法の変化

② スレーブ機器の多様化

③ 用途に応じたエンジニアリング
ツールへの対応

実デバイスでのラダープログラミングから実デバイスでのラダープログラミングから
ラベルを利用したプログラムの増加ラベルを利用したプログラムの増加

設定が少ない単機能製品から設定が少ない単機能製品から
柔軟な設定が可能な高機能な機器の増加柔軟な設定が可能な高機能な機器の増加

パラメータ設定のみのツールからパラメータ設定のみのツールから
診断やエネルギー管理など様々な用途診断やエネルギー管理など様々な用途
に応じたエンジニアリングツールの増加に応じたエンジニアリングツールの増加



ＣＳＰから ＣＳＰ＋ への拡張

機器構造を表現でき、拡張性の高い仕様が必要

パラメータ設定画面で、
パラメータをグルーピングして

表示できる機能を追加

ＣＳＰ＋で記述した機器の
入出力情報/ステータス情報の

ラベルをラダーで利用できる
機能を追加

診断やエネルギー管理など
用途に応じた専門画面を
表示できる機能を追加

ＣＣ-Ｌｉｎｋ/ＣＣ-Ｌｉｎｋ Ｓａｆｅｔｙ
/ＣＣ-Ｌｉｎｋ ＩＥフィールドの

プロファイルを同じ書式
（ＸＭＬ形式）で記述可能

ＣＳＰ＋ＣＳＰ＋



ＣＳＰ＋の対象および機能

○
○
○
○

対象対象

機能機能

ＣＣ-Ｌｉｎｋ/ＣＣ-Ｌｉｎｋ ＩＥフィールド/ＣＣ-Ｌｉｎｋ Ｓａｆｅｔｙ接続機器

【基本機能】 ①パラメータ設定機能 ②モニタ機能
【応用機能】 ①診断機能 ②エネルギー管理機能

（消費エネルギーモニタ・省エネモードの設定等）



ＣＳＰ＋の利用方法

ＣＬＰＡが機器のプロファイルを記述する記述言語仕様 ＣＳＰ＋ を発表

機器開発パートナーで開発したＣＣ-Ｌｉｎｋプロトコルファミリー接続機器の
プロファイルを記述した電子ファイルを作成し公開

ステップ３ステップ３
エンドユーザは、ＣＳＰ＋を使用できるエンジニアリングツールを購入し
利用する機器のＣＳＰ＋ファイルを読み込み、機器のエンジニアリングを実施

ステップ２ステップ２

ステップ１ステップ１

ＣＳＰ＋対応ファイルＣＳＰ＋対応ファイル
作成支援ツール作成支援ツール

作成作成 公開公開

製品同梱製品同梱

インターネット公開インターネット公開
（ＣＬＰＡパートナー（ＣＬＰＡパートナー

//ＣＬＰＡ）ＣＬＰＡ）

利用利用

エンジニアリングツールエンジニアリングツール
（モニタ、診断、パラメータ設定（モニタ、診断、パラメータ設定....etc.etc.））

ＣＳＰ＋
ＣＳＰ＋



公開予定

対象対象

機能機能

ＣＣ-Ｌｉｎｋ/ＣＣ-Ｌｉｎｋ ＩＥフィールド/ＣＣ-Ｌｉｎｋ Ｓａｆｅｔｙ接続機器

【基本機能】 ①パラメータ設定機能 ②モニタ機能
【応用機能】 ①診断機能 ②エネルギー管理機能

（消費エネルギーモニタ・省エネモードの設定等）

２０１２年４月から２０１２年４月から
順次公開予定順次公開予定



次の１０年に向けて、皆様のお力をお借りして、
より進化したネットワークの開発を進めていきたいと思います。

今後とも、ご支援の程、
よろしくお願い申し上げます。


